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式辞
第十三代支部長

　細 谷　武 史
　当支部が昭和・平成・令和と 3つの時代を歩み、75 年と
いう長きにわたり活動を続けて来られましたのも、ひとえ
に歴代会員をはじめ、会員企業の皆さま、そして関係行政
機関や地域社会の皆さまの温かいご支援とご尽力の賜物で
あり、深く感謝申し上げます。
　さまざまな社会情勢の変化や近年の頻発化・激甚化して
いる幾多の自然災害を乗り越えながら、私たち建設業は常
に「地域を支える基幹産業」として、また「地域の守り手」
としての使命を果たしてまいりました。社会資本の整備や
維持管理等を通じて、人々の暮らしと安全を守り続けてき
たことは、私たちの誇りであります。
　一方で近年は担い手不足、資材高騰、カーボンニュート
ラルへの対応など、建設業界を取り巻く環境が大きく変化
しております。しかし、変化は同時に新たな挑戦の機会で
もあります。ＩＣＴ施工やＤＸ推進、生産性向上へ取り組
み、若手人材の育成、働き方改革の実現など、次の時代を
見据え、持続可能な建設業の姿を追求してまいります。
　75 年の歴史は、決して平たんな道のりではありませんで
した。しかし、その一歩一歩が今日の礎となっております。
これからも次の 100 周年に向け、私たちは初心を忘れず、
「信頼」「技術の研鑽」「連携」を柱に、地域社会により一層
貢献できる団体であり続けることをお誓いいたします。
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